
奈良県感染症週報 平成 25 年 第 14 週 - 1 

奈良県感染症発生動向調査還元情報 
（週報） 

平 成 25 年 ４ 月 12 日  金 曜 日  
 

        

 

奈 良 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー   

（ 奈 良 県 保 健 研 究 セ ン タ ー 内 ）Nara IDSC 

 

今 週 の 概 要  
 第 14 週 の 感 染 症 情 報  
 気 に な る 話 題 ： 中 国 で の 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ に つ い て  

 

 

 第１4 週の感染症情報(4 月 1 日 (月 )～ 4 月 7 日 (日 )) 

 

奈 良 県 お よ び 医 療 圏 別 発 生 状 況  （ 奈 良 県 上 位 5 疾 患 ）（ ５ 週 前 か ら の 動 向 ）  

順 位  疾  患  定 点 当 り  奈 良 県  北 部  中 部  南 部  

1  感 染 性 胃 腸 炎  6.11  →  → ～ ↓  →  → ～ ↑  

2  イ ン フ ル エ ン ザ  2.27  ↓  ↓  ↓  ↓  

3  水 痘  0.60  →  →  →  ↑  

4  Ａ 群 溶 連 菌 咽 頭 炎  0.46  → ～ ↓  → ～ ↓  ↓  ↑  

5  咽 頭 結 膜 熱  0.26  → ～ ↓  ↓  →  →  

全 県 の 動 き と 目 立 っ て 異 な る 推 移 （ 定 点 当 り の 変 化 程 度 で 実 数 で は な い ） を 太 い 矢 印 で 示 す 。  

 

 

県 北 部 地 区 概 況  報 告 数 は 167例 で 、前 週 報 告 の 208例 か ら 減 少 。上 位 ５ 疾 患 は 、

① 感 染 性 胃 腸 炎 、 ② イ ン フ ル エ ン ザ 、 ③ 水 痘 、 ④ A群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、 ⑤ 手 足 口

病 ＝ 突 発 性 発 し ん の 順 。 手 足 口 病 の 報 告 数 （ 3例 ） は 、 や や 増 加 。 A群 溶 連 菌

咽 頭 炎 の 報 告 数（ 8例 ）は 、ほ ぼ 横 ば い 。突 発 性 発 し ん の 報 告 数（ 3例 ）も 、ほ

ぼ 横 ば い 。感 染 性 胃 腸 炎 の 報 告 数（ 85例 ）は 、減 少 。イ ン フ ル エ ン ザ の 報 告数

（ 52例 ） も 、 減 少 。 水 痘 の 報 告 数 （ 10例 ） は 、 や や 減 少 。 ま た 、 イ ン フ ル エ

ン ザ 定 点 か ら の 報 告 は 、奈 良 市 HC管 内；18例 、郡 山 HC管 内；34例 の 計 52例 、

定 点 当 た り の 報 告 数 は 1.93だ っ た 。奈 良 市 HCお よ び 郡 山 HC両 管 内 眼 科 定 点か

ら の 報 告 は な か っ た 。 郡 山 HC管 内 基 幹 定 点 か ら 、 細 菌 性 髄 膜 炎 が 1例 （ 30～

34歳 症 例 ） 報 告 さ れ た 。                              （ 村 井  記）                                        
 
 

県 北 部 外 来 状 況  外 来 患 者 数 は 春 休 み 中 で 減 少 し て い る 。イ ン フ ル エ ン ザ は 減

少 し て い る が 、1日 1人 程 度 は B型 陽 性 者 が で て い る 。感 染 性 胃 腸 炎 は 細 菌 性

と ウ イ ル ス 性 が 半 々 程 度 と な り 10才 以 上 に で て い る 。 ロ タ ウ イ ル ス は 当 院

で は ワ ク チ ン 既 接 種 者 が 多 い 為 か 乳 幼 児 は 軽 度 の 下 痢 程 度 で 少 な い 。暖 かく

な り 手 足 口 病 や ヘ ル パ ン ギ ー ナ が で て き て い る 。       （ 矢 追  記） 
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県 中 部 地 区 概 況  報 告 数 は 191 例 で 、前 週 報 告 の 240 例 か ら 減 少 。上 位 ５ 疾 患

は 、① 感 染 性 胃 腸 炎 、② イ ン フ ル エ ン ザ 、③ 水 痘 、④ 咽 頭 結 膜 熱 、⑤ A 群 溶 連

菌 咽 頭 炎 ＝ 突 発 性 発 し ん の 順 。 感 染 性 胃 腸 炎 の 報 告 数 （ 107 例 ） は 、 や や 増

加 。咽 頭 結 膜 熱 の 報 告 数（ 5 例 ）は 、横 ば い 。水 痘 の 報 告 数（ 9 例 ）は 、ほ ぼ

横 ば い 。A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 の 報 告 数（ 4 例 ）も 、ほ ぼ 横 ば い 。突 発 性 発 し ん の

報 告 数 （ 4 例 ） も 、 ほ ぼ 横 ば い 。 イ ン フ ル エ ン ザ の 報 告 数 （ 59 例 ） は 、 ほ ぼ

半 減 。 ま た 、 イ ン フ ル エ ン ザ 定 点 か ら の 報 告 は 、 桜 井 HC 管 内 ； 12 例 、 葛 城

HC 管 内；47 例 の 計 59 例 、定 点 当 た り の 報 告 数 が 2.68 だ っ た 。桜 井 HC 管

内 眼 科 定 点 か ら 、流 行 性 角 結 膜 炎 が 1 例 報 告 さ れ た 。桜 井 HC お よ び 葛 城 HC

両 管 内 基 幹 定 点 か ら の 報 告 は な か っ た 。            （ 村 井  記 ） 

 

 

県 中 部 外 来 状 況  外 来 数 は 多 く な い 。イ ン フ ル エ ン ザ は 前 週 に 年 長 児 で B 型 が

一 例 あ っ た が 以 降 な い 状 況 。３ ９ -４ ０ ℃ の 高 熱 が ３ ~５ 日 持 続 す る 例 が ある

が 、イ ン フ ル エ ン ザ・ア デ ノ 陰 性 。胸 部 レ ン ト ゲ ン・血 液 検 査 等 で も 著 変な

い 例（ 同 胞 例 も 含 む ）が 数 例 続 い た 。感 染 性 胃 腸 炎 が 流 行 中 、殆 ど ロ タ ウイ

ル ス 。乳 児 に 多 い が ８ ～ １ ０ 才 児 に も あ り 、高 熱 、重 症 傾 向 で 輸 液 を 要 し た。

下 痢 を 認 め な い 嘔 吐・腹 痛 程 度 の 早 期 か ら 陽 性 に 検 出 さ れ る 。そ の 他 水 痘が

流 行 中 。風 疹 は 見 ら れ な か っ た 。               （ 岡 本  記） 

 

 

県 南 部 地 区 概 況  報 告 数（ 第 13 週 → 第 14 週 ）は 38 例 → 45 例 と 増 加 。報 告 の

あ っ た 疾 患 は 、 ① 感 染 性 胃 腸 炎 （ 17 例 → 22 例 )、 ② イ ン フ ル エ ン ザ （ 9 例 →

14 例 ）、③ A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎（ 5 例 → 4 例 ）、④ 咽 頭 結 膜 熱（ 3 例 → 2 例 ）、

④ 水 痘 （ 1 例 → 2 例 )、 ⑥ RS ウ イ ル ス 感 染 症 （ 1 例 → 1 例 ） で あ っ た 。  

                               （ 柳 生 記） 

 

 

県 南 部 外 来 状 況  外 来 数 は 減 少 し て い る 。イ ン フ ル エ ン ザ が ま だ 小 学 生 か ら 青

壮 年 層 で 少 し づ つ 続 い て 見 ら れ る 。殆 ど B 型 。感 染 性 胃 腸 炎 は 保 育 所 で ロタ

が 流 行 、年 長 児 や 母 親 な ど の 家 族 内 感 染 例 も 見 ら れ る 。ノ ロ 、ア デ ノ も やや

あ り 。 キ ャ ン ピ ロ バ ク タ ー も あ り 。 A 群 溶 蓮 菌 咽 頭 炎 が 増 加 し て い る 。 RS

ウ イ ル ス 感 染 症 は な か っ た 。  

                         （ 山 本  記 ） 

 

 

 

         感 染 症 情 報 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス  

         http://www.pref.nara.jp/27874.htm 
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気になる話題 

中国での鳥インフルエンザについて 

 

中国でヒトへの感染や死亡者が確認され、強毒性に変異した可能性が浮上した鳥インフルエンザ

（H7N9）について、最近の情報を取りまとめてみました。 

 

感染者状況 

インフルエンザ H7 型ウイルスは、通常、鳥類のなかで伝播しているインフルエンザウイルスで

す。今回のインフルエンザ A（H7N9）ウイルスは H7 型ウイルスの一つです。複数の H7 型ウイ

ルスのうち H7N2、H7N3 および H7N7 では、ヒトへの感染が時折発見されてきましたが、H7N9

ウイルスのヒトへの感染は、これまで報告がありませんでした。 

中国の国家衛生・計画出産委員会より、3 月 31 日にインフルエンザ A（H7N9）に感染した患

者が 3 人（死亡：2 人、重体：1 人）発生したと報告されました。 

4 月 12 日現在、中国でインフルエンザ A（H7N9）に感染したと確定された患者は 38 人で、

このうち 10 人が死亡し、19 人が重症で、9 人が軽症です。 

 

疫学 

どのように感染したかは分かっていませんが、確定例の中には、動物や動物のいる環境との接触

があった者がおり、また上海の市場のハト、ウズラなどからウイルスが見つかっています。動物か

ら人への感染の可能性の含め、人から人への感染の可能性についても、調査が進められています。 

中国に滞在する方は、今後の情報に注意していただくとともに、手洗いや咳エチケットをこころ

がけてください。また、鳥に直接触ったり、病気の鳥や死んだ鳥に近寄ったりしないようにしまし

ょう。 

 

Q ＆ A 

① ヒトからヒトへの感染は？ 

世界保健機関（WHO）は「ヒトからヒトへの感染を示す証拠はない」と述べています。 
 

② H7N9 型ウイルスの検出された動物は？ 

ニワトリ、ハト、ウズラからウイルスが検出されており、中国の専門家は気候が暖かくなるに従
い、感染地域が北に移動していく恐れがあると指摘しています。 

 

③ ワクチンは？ 

現時点では、このインフルエンザウイルスに有効なワクチンはありません。 
4 月 10 日には、国立感染症研究所に、中国からのウイルス株が到着しています。このウイルス

株を用いて、ワクチン株の製造準備等、鳥インフルエンザ A(H7N9)の対策に必要な準備が進めら
れます。 

 

④ タミフルやリレンザは有効か？  

世界保健機関（WHO）は治療薬のタミフルとリレンザが治療に有効とみられるとの暫定的な結
果を得たと発表しています。 

 

奈良県感染症情報センターは、中国の事例を注視し今後も最新情報を提供する予定です。 
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